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い
せ
ん

だ
よ
り

議
会　
　
　
　
　
新
た
な
伊
仙
町
議
会
の
ス
タ
ー
ト
‼

初
議
会
を
終
え
、
前
徹
志
議
長
を
中
心
に
記
念
撮
影
（
令
和
４
年
２
月
４
日
）



議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）

　

町
民
並
び
に
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
の
皆
さ
ま
、毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
令
和
４
年
１
月
23
日
執
行
の
伊
仙
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
４
期
目
の
当

選
を
果
た
し
、令
和
４
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会（
２
月
４
日
開
会
）に
お
き
ま
し
て
、

第
37
代
伊
仙
町
議
会
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
前
徹
志
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
長
と
し
て
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

伊
仙
町
に
は
、
数
々
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
に
見
合
っ
た
有
効

な
施
策
の
実
現
、
さ
ら
に
一
昨
年
来
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
散
に

よ
り
町
民
生
活
、
経
済
活
動
な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
徳
之
島
で
も
多
く

の
感
染
者
が
出
て
お
り
、
今
後
更
な
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
町
と
し
て
万
全
の

対
策
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
は
町
民
の
念
願
で
も
あ
り
ま
す
新
庁
舎
も
完
成
い
た
し
ま
す
。
議
会

と
執
行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
町
民
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
様
々
な
課
題
に
対

し
迅
速
、
か
つ
的
確
な
施
策
が
実
現
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
か
ば
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
議
長
と
し
て
安
全
・
安
心
か
つ
活
力
あ
る
、
も
て
な
し
の
伊
仙
町
の
実
現
に
向
け

伊
仙
町
議
会
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
伊
仙

町
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
伊
仙
町

の
更
な
る
発
展
と
町
民
の
皆
様

の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議

長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
吉
日

　
　

伊
仙
町
議
会
議
長

　
　   

前
　 

徹 

志

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

伊 仙 町 議 会 構 成

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

　　　　　　　伊　　仙　　町　　議　　会　　構　　成

議 長 前 徹 志

副 議 長 永 田 誠

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会 経 済 建 設 常 任 委 員 会

佐 田 元 委 員 長 樺 山 一

杉 山 肇 副 委 員 長 福 留 達 也

美 島 盛 秀 委 員 前 徹 志

永 田 誠 委 員 上 木 千 恵 造

清 平 二 委 員 岡 林 剛 也

大 河 善 市 委 員 牧 本 和 英

        上木　千恵造

井 上 和 代 委 員 久 保 量

議 会 運 営 委 員 会 委員長 福留　達也　副委員長 杉山　肇　委員　樺山　一・永田　誠・佐田　元

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 　　   岡林　剛也　・　佐田　元　・　牧本　和英

議 会 広 報 委 員 委員長 牧本　和英　副委員長 杉山　肇 　委員 美島　盛秀・永田　誠・久保　量

議員定数：１４名

現議員数：１４名任期（令和４年２月3日～令和８年２月２日）　※委員会構成第１次

徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 　　   美島　盛秀　・　杉山　肇　・　久保　量

徳之島愛ランド広域連合組合議員 　　   清　平二　　・　大河　善市・　井上　和代

議 会 選 出 監 査 員

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

　　　　　　　伊　　仙　　町　　議　　会　　構　　成

議 長 前 徹 志

副 議 長 永 田 誠

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会 経 済 建 設 常 任 委 員 会

佐 田 元 委 員 長 樺 山 一

杉 山 肇 副 委 員 長 福 留 達 也

美 島 盛 秀 委 員 前 徹 志

永 田 誠 委 員 上 木 千 恵 造

清 平 二 委 員 岡 林 剛 也

大 河 善 市 委 員 牧 本 和 英

        上木　千恵造

井 上 和 代 委 員 久 保 量

議 会 運 営 委 員 会 委員長 福留　達也　副委員長 杉山　肇　委員　樺山　一・永田　誠・佐田　元

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 　　   岡林　剛也　・　佐田　元　・　牧本　和英

議 会 広 報 委 員 委員長 牧本　和英　副委員長 杉山　肇 　委員 美島　盛秀・永田　誠・久保　量

議員定数：１４名

現議員数：１４名任期（令和４年２月3日～令和８年２月２日）　※委員会構成第１次

徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 　　   美島　盛秀　・　杉山　肇　・　久保　量

徳之島愛ランド広域連合組合議員 　　   清　平二　　・　大河　善市・　井上　和代

議 会 選 出 監 査 員

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

　　　　　　　伊　　仙　　町　　議　　会　　構　　成

議 長 前 徹 志

副 議 長 永 田 誠

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会 経 済 建 設 常 任 委 員 会

佐 田 元 委 員 長 樺 山 一

杉 山 肇 副 委 員 長 福 留 達 也

美 島 盛 秀 委 員 前 徹 志

永 田 誠 委 員 上 木 千 恵 造

清 平 二 委 員 岡 林 剛 也

大 河 善 市 委 員 牧 本 和 英

        上木　千恵造

井 上 和 代 委 員 久 保 量

議 会 運 営 委 員 会 委員長 福留　達也　副委員長 杉山　肇　委員　樺山　一・永田　誠・佐田　元

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 　　   岡林　剛也　・　佐田　元　・　牧本　和英

議 会 広 報 委 員 委員長 牧本　和英　副委員長 杉山　肇 　委員 美島　盛秀・永田　誠・久保　量

議員定数：１４名

現議員数：１４名任期（令和４年２月3日～令和８年２月２日）　※委員会構成第１次

徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 　　   美島　盛秀　・　杉山　肇　・　久保　量

徳之島愛ランド広域連合組合議員 　　   清　平二　　・　大河　善市・　井上　和代

議 会 選 出 監 査 員
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「
女
性
目
線
を
町
政
へ
」

　

子
供
達
の
環
境
、
子
育
て
環
境
、
目
の
前
の
子
供
達
に
何

が
出
来
る
か
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
ど
う
手
助
け
出
来

る
か
、
私
自
身
、
子
育
て
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
本
当
に
大
変
で
し
た
。

　

し
て
は
い
け
な
い
事
、
し
な
く
て
は
い
け
な
い
事
、
あ
ぶ

な
い
事
、
歯
を
磨
か
せ
る
事
等
な
ど
一
つ
一
つ
を
何
度
も
何

度
も
教
え
続
け
る
の
で
す
。
子
育
て
の
お
母
さ
ん
は
、体
力
・

気
力
・
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
心
理
的
、
体
力
的
負
担
は
か

な
り
大
き
な
も
の
で
す
。
で
も
母
親
は
子
供
の
笑
顔
で
頑
張

れ
る
。
子
育
て
支
援
策
の
充
実
イ
コ
ー
ル
お
母
さ
ん
支
援
策

の
充
実
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

未
来
の
子
供
達
の
環
境
、
ゴ
ミ
問
題
、
リ
サ
イ
ク
ル　

リ

ユ
ー
ス
、
子
供
達
が
や
り
た
い
農
業
、
や
り
た
い
畜
産
を
一

緒
に
考
え
た
い
。

　

日
頃
、
生
活
の
中
で
感
じ
た
事
を
私
達
一
人
一
人
が
考
え

話
し
合
い
、
そ
の
声
を
私
は
、
女
性
代
表
と
し
て
、
町
政
の

中
で
声
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伊
仙
町
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
、
町
議

と
し
て
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大

変
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。
南
大
島
農
業
共
済
組
合
に
勤
務
し
た
40
年
間
、
お
支

え
頂
い
た
農
家
の
皆
様
に
恩
返
し
が
し
た
い
一
心
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

先
日
、
大
島
高
校
野
球
部
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
春
の
高

校
野
球
選
抜
大
会
出
場
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

一
人
で
は
成
し
え
な
い
事
も
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
た
ら
大
き

な
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
、
ま
さ
に
彼
ら
が
示
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
共
に
助
け
合
い
、
共
に
つ
く
る
大
き
な
歓
び
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
や
子
宝
の
島
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
今
、
全
国
に
誇
れ
る
伊
仙
町
を
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再
び
猛
威
を

振
る
う
中
、
日
々
戦
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
を
は
じ

め
、関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、

一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
私
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様

方
、
今
回
の
伊
仙

町
議
会
議
員
選
挙

に
お
か
れ
ま
し
て

は
多
く
の
方
々

の
、
ご
支
持
を
い

た
だ
き
伊
仙
町
議

会
議
員
と
し
て
町
制
施
行
60
周
年
の
節
目
の
年
、
ま
た
新
庁

舎
建
設
と
、
め
で
た
い
年
に
議
会
議
員
と
し
て
活
動
が
出
来

ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
36
年
間
の
農
業
関
係
の
仕
事
・
４
年
間
の
集

落
区
長
の
経
験
を
生
か
し
て
多
く
の
町
民
の
皆
様
方
の
声
を

町
政
へ
届
け
て
住
み
よ
い
伊
仙
町
づ
く
り
に
行
動
力
・
実
行

力
・
即
戦
力
と
し
て
初
心
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
伊
仙
町
教
育
委
員
】　　
　
　
　
　

　

同
意
第
１
号
：
直
江　

宏
晃
さ
ん
（
伊
仙
町
阿
三
）

　

同
意
第
２
号
：
富
本　

哲
弘
さ
ん
（
伊
仙
町
面
縄
）

　

同
意
第
３
号
：
松
永　

晶
子
さ
ん
（
伊
仙
町
阿
三
）

【
議
会
選
出
監
査
委
員
】

　

同
意
第
４
号
：
上
木　

千
恵
造
議
員
（
伊
仙
町
伊
仙
）

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
（
２
月
４
日
）
に
お
い
て
、
教
育
委
員

３
名
、
議
会
選
出
監
査
委
員
１
名
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。 伊

仙
町
教
育
委
員
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
の

選
任
結
果
に
つ
い
て

伊仙町議会議員

久保　量

伊仙町議会議員

井上　和代

伊
仙
町
議
会
議
員

　
　   

大
河
　
善
市

新
議
員
の
ご
挨
拶
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令和3年第5回臨時会（11月30日） 議案・審議・議決結果
議
　
案
　
番
　
号
　

件　　　　名

議　員　名（議席番号順） 議
　
決
　
結
　
果

杉
山
　
肇

牧
本
和
英

西
　
彦
二

佐
田
　
元

清
　
平
二

岡
林
剛
也

牧
　
徳
久

上
木
千
恵
造

永
田
　
誠

前
　
徹
志

明
石
秀
雄

樺
山
　
一

美
島
盛
秀

福
留
達
也

議50 伊仙町過疎地域持続的発展計画の
策定

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

令和3年第4回定例会（12月7日〜10日） 議案・審議・議決結果
議51 伊仙町辺地総合整備計画の一部変

更
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案

可決

議52 伊仙町国民健康保険条例の一部を
改正する条例

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議53 伊仙町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議54 令和３年度伊仙町一般会計補正予
算（第４号）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議55 令和３年度伊仙町国民健康保険特
別会計補正予算（第３号）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議56 令和３年度伊仙町介護保険特別会
計補正予算（第３号）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議57 令和３年度徳之島交流ひろば「ほーら
い館」特別会計補正予算（第２号）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議58 令和３年度伊仙町上水道事業会計
補正予算（第１号）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案
可決

議59
令和３年度伊仙町役場新庁舎新築
工事(１期本体工事)(１期地盤改良工
事)(１期外構工事)請負契約の締結

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー 可決

令和4年第1回臨時会（令和4年2月4日） 議案・審議・議決結果
議
　
案
　
番
　
号
　

件　　　　名

議　員　名（議席番号順） 議
　
決
　
結
　
果

井
上
和
代

久
保
　 

量

大
河
善
市

杉
山
　
肇

牧
本
和
英

佐
田
　
元

清
　
平
二

岡
林
剛
也

上
木
千
恵
造

永
田
　
誠

福
留
達
也

樺
山
　
一

美
島
盛
秀

前
　
徹
志

同1 教育委員の選任 　　投票による表決（投票総数１２票　　賛成１０票　反対２票） ー 同意

同2 教育委員の選任 　　投票による表決（投票総数１２票　　賛成１２票　反対０票） ー 同意

議1 前里屋敷の設置及び管理に関する
条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案
可決

議2 令和３年度伊仙町一般会計補正予
算（第５号）

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案
可決

追加
同3 教育委員の選任 　　投票による表決（投票総数１２票　　賛成９票　反対３票） ー 同意

追加
同4 伊仙町監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ー 同意

【表の見方】議：議案　同：同意　追加：追加日程　◎：全会一致　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：表決権なし	 	 	
※福留達也議員、前徹志議員は議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
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す
る
ま
ち
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ

は
今
後
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の

大
都
市
圏
に
お
い
て
何
万
人
、

何
十
万
人
と
い
う
介
護
難
民
が

間
違
い
な
く
出
て
く
る
。
そ
の

受
け
皿
と
し
て
、
ま
た
特
に
出

身
者
の
方
々
が
地
元
に
帰
っ
て

来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
単
身

者
向
け
の
住
宅
も
今
後
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
う
し
、
そ
の

よ
う
な
方
々
が
介
護
を
必
要
と

な
っ
た
時
に
は
介
護
職
の
新
た

な
雇
用
も
生
ま
れ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

今
後
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て

町
長
の
所
信
表
明
の
中

で
、
単
身
者
向
け
の
住
宅

建
設
を
進
め
て
い
く
と
あ
っ
た
が

詳
細
を
問
う
。
ま
た
、
住
宅
政
策

の
推
進
に
よ
り
、小
規
模
校
区
を

は
じ
め
多
く
の
住
宅
が
建
設
さ
れ

て
い
る
が
、防
犯
灯
や
街
灯
設
備

等
の
周
辺
整
備
を
行
う
考
え
は
な

い
の
か
問
う
。

（
町
長
）６

期
目
の
大
き
な
政
策

と
し
て
、
「
人
口
増
加

（
建
設
課
長
）

　

現
在
、
町
が
管
理
し
て
い
る

住
宅
敷
地
内
に
関
し
て
は
、
建

設
時
に
街
灯
を
設
置
し
て
い

る
。
し
か
し
老
朽
化
に
よ
り
機

能
し
て
い
な
い
街
灯
等
も
あ
る

た
め
、
調
査
を
行
い
な
が
ら
順

次
修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

小
規
模
校
区
に
お
け
る
人
口

増
加
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

人
口
増
加
の
問
題
に
つ
い

て
は
全
国
的
な
課
題
で
も

あ
る
が
、町
と
し
て
今
後
の
小
規

模
校
存
続
に
関
し
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。ま
た
、特

別
認
可
制
度
の
詳
細
を
問
う
。

（
教
育
長
）

本
町
で
も
人
口
は
減
少
傾

向
で
あ
る
が
、
一
方
で

15
歳
未
満
の
児
童
生
徒
は
、
こ

町
内
観
光
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

小
笠
原
諸
島
の
海
底
火
山

の
影
響
に
よ
り
、
伊
仙
町

内
に
お
い
て
も
軽
石
の
漂
着
が
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、水
産
業
や
観

光
施
設
へ
の
被
害
は
出
て
い
な
い

の
か
。
ま
た
、
喜
念
浜
遊
歩
道
の

整
備
・
改
修
を
行
う
考
え
は
な
い

の
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

本
町
の
漁
業
関
係
に
お
い

て
は
、
出
船
困
難
な
ど
と

い
っ
た
報
告
は
現
在
ま
で
に
な

く
、
一
時
面
縄
港
へ
の
軽
石
漂

着
が
確
認
さ
れ
た
が
建
設
課
に

お
い
て
対
応
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
鹿
浦
港
、
前
泊
漁
港

の
沖
合
で
目
視
に
よ
る
漂
流
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
迂
回
し

な
が
ら
漁
業
を
継
続
さ
れ
て
い

る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
長
）

　

観
光
施
設
へ
の
漂
着
は
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に

直
接
的
な
被
害
は
な
く
、
今
後

も
観
光
地
を
優
先
し
て
回
収
作

業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

喜
念
浜
の
整
備
・
改
修
に
関
し

て
、
遊
歩
道
内
の
木
製
階
段
と

休
憩
所
３
カ
所
の
修
繕
を
今
年

度
中
に
計
画
し
て
お
り
、
今
後

も
中
長
期
的
な
視
点
で
各
観
光

施
設
の
管
理
及
び
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

令
和
３
年　
第
４
回
定
例
会

問答

永田　　誠 議員

新築工事が進む西犬田布団地

答

問

問

答

劣化により腐食が進む休憩所（喜念浜）
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　　　　　　　　 町
長
選
挙
に
つ
い
て

10
月
17
日
執
行
さ
れ
た
町

長
選
挙
は
、
町
を
２
分
し

た
激
し
い
選
挙
で
あ
っ
た
が
、こ
れ

か
ら
の
町
政
の
舵
取
り
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）ど

こ
よ
り
も
愛
郷
心
が
あ

り
、
そ
し
て
島
に
対
す
る

思
い
も
強
い
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
一
つ
に
ま
と
め
、
皆
が
同
じ

方
向
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
町

長
の
判
断
す
べ
き
あ
ら
ゆ
る
事

案
は
公
平
に
、
そ
し
て
ノ
ー

サ
イ
ド
で
い
く
。
ま
た
、
議
会

の
方
々
と
も
し
っ
か
り
と
議
論

を
交
わ
し
、
是
々
非
々
と
い
う

考
え
の
下
、
オ
ー
ル
伊
仙
町
と

い
う
形
を
作
り
出
し
町
発
展
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

大
久
保
町
長
の
誠
の
政
治
力

に
つ
い
て大

久
保
町
長
の
５
期
20

年
を
総
括
し
て
省
み
た
と

き
、あ
ま
り
に
も
多
く
の
課
題
を

残
し
て
の
６
期
目
の
ス
タ
ー
ト
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、伊
仙
町
堆
肥

生
産
組
合
未
収
金
問
題
の
そ
の
後

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

（
経
済
課
長
）

現
在
、
本
人
と
の
連
絡
が

取
れ
ず
、
知
人
等
に
連

絡
先
を
伺
っ
て
い
る
が
未
だ
把

握
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
文
書
に
よ
る
請
求
や
連
絡

等
を
配
達
証
明
つ
き
で
送
付
し

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
不
達
で

あ
り
、
本
人
と
早
急
に
連
絡
を

取
る
た
め
に
捜
査
を
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

町
長
は
９
月
議
会
に
お
い

て
、
早
急
に
本
人
と
連
絡

を
取
っ
て
会
い
に
行
き
、
解
決
策

を
見
つ
け
る
と
答
弁
し
た
が
、そ

の
点
に
関
し
努
力
は
し
た
の
か
問

う
。

（
町
長
）知

人
等
を
伝
っ
て
連
絡
先

を
伺
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
依
然
と
し
て
本
人
の
連
絡

先
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
９
月
議

会
に
お
い
て
、
土
地
の
話
を
し
た

が
、
現
在
そ
の
土
地
の
名
義
が
息

子
へ
変
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
今
後
本
人
な
い
し
そ
の
息

子
の
住
所
等
を
多
方
面
か
ら
情
報

収
集
し
、
解
決
へ
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
。

答

美島　盛秀 議員

問

問

答答 問

こ
10
年
で
１
２
５
名
程
度
増
加

し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
つ

か
の
小
規
模
校
存
続
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

よ
り
小
規
模
校
１
校
を
特
別
認

可
制
度
と
し
て
進
め
て
い
く
。

現
在
、
町
内
小
学
校
に
は
中
規

模
校
３
校
、
小
規
模
校
５
校
が

あ
る
が
、
小
規
模
校
５
校
か
ら

中
規
模
校
３
校
へ
の
転
入
学
は

し
な
い
事
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
こ
の
制
度
は
町
外
か
ら
も

受
入
れ
可
能
で
あ
り
、
様
々
な

方
面
か
ら
児
童
を
募
っ
て
い
き

今
後
も
小
規
模
校
存
続
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

通
学
上
の
条
件
と
し
て
、

自
宅
か
ら
の
通
学
（
保
護

者
の
送
迎
、ま
た
は
町
の
バ
ス
利

用
も
可
能
）と
な
っ
て
い
る
が
、こ

の
バ
ス
利
用
に
関
し
て
保
護
者
負

担
が
発
生
す
る
の
か
問
う
。

（
教
委
総
務
課
長
）

令
和
４
年
度
か
ら
、
町
内

１
校
を
特
認
校
制
度
と
し

て
進
め
て
い
る
が
、
バ
ス
通
学

に
関
し
て
は
、
長
寿
子
宝
社
と

委
託
契
約
を
結
び
、
保
護
者
負

担
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
形
で

進
め
て
い
く
。

ぜ
ひ
小
規
模
校
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
も
、
特
認
校

制
度
や
山
村
留
学
、
ふ
る
さ
と

留
学
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
存

続
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
用
語
解
説
】

小
規
模
校
特
別
認
可
制
度（
特
認

校
制
度
）と
は

・
各
市
町
村
立
の
義
務
教
育
諸

学
校
で
は
、
そ
の
学
校
ご
と
に

通
学
区
域
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
の
学
校
な
ど
教
育
委
員
会
が

認
め
た
場
合
に
限
り
、
就
学
す

べ
き
学
校
以
外
に
就
学
す
る
こ

と
を
認
め
る
制
度
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

徳
之
島
町
に
お
い
て
は
４
小

学
校
、
３
中
学
校
が
、
天
城
町

に
お
い
て
は
３
小
学
校
、
１
中

学
校
が
特
別
認
可
制
度
の
開
設

校
と
な
っ
て
い
る
。

要
望

問答



議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

　　　　　　　 　

び
裁
判
費
用
等
の
予
算
が
可
決

さ
れ
た
の
で
準
備
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件

解
決
の
目
途
に
関
し
て
は
、
全

員
協
議
会
等
で
も
説
明
し
た
と

お
り
、
裁
判
等
を
含
め
２
～
３

年
程
度
は
か
か
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
弁
護
士
の
見
解
で
あ

る
。

11
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
１
年
も
経
過
せ
ず
異

動
と
な
っ
た
課
長
が
い
る
が
、
本

当
に
そ
の
職
員
を
信
頼
し
て
課
長

に
任
命
し
た
の
か
。
以
前
は
、
町

長
選
挙
絡
み
の
感
情
的
な
部
分

も
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
私
は
様
々
な
観
点
か

ら
こ
の
よ
う
な
体
質
を
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
人
事
異
動
の
件
に
関
し

て
、町
長
は
適
材
適
所
の
異
動
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

私
の
思
っ
て
い
る
職
員
と

同
一
の
職
員
の
こ
と
だ
と

思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
課
長
と

し
て
の
実
績
、
指
導
力
、
そ
れ

ら
を
考
え
、
課
を
ま
と
め
て
ほ

し
い
と
町
長
か
ら
の
お
願
い
で

も
あ
り
課
長
を
任
命
し
た
が
、

今
回
本
人
か
ら
の
申
し
出
も
あ

り
、
そ
れ
ら
も
考
慮
し
た
結
果

の
異
動
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
よ
っ
て
、

職
員
の
向
き
不
向
き
や
大
変
な

業
務
も
あ
る
が
、
若
い
う
ち
に

色
々
な
部
署
を
回
り
、
様
々
な

経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
部
下

へ
の
指
導
や
課
の
連
携
が
取
れ

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
も
定
期

的
な
人
事
異
動
を
行
い
、
人
材

育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

糖
業
振
興
会
に
お
け
る
使

途
不
明
金
に
つ
い
て
、早
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
、国
か
ら
の

補
助
金
や
農
家
へ
の
助
成
等
へ
の

影
響
が
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
解
決
の
目
途
は
立
っ
て
い
る

の
か
。そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

（
経
済
課
長
）

現
在
、
刑
事
告
訴
に
つ

い
て
は
、
警
察
の
指
示

に
よ
り
告
訴
状
の
修
正
及
び
資

料
の
提
供
等
を
行
っ
て
お
り
、

民
事
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
９
月

議
会
に
お
い
て
訴
え
の
提
起
及 伊仙町堆肥センター（古里）

答 問

問答

次回の定例会は３月です！

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。　電話 ８６－３１１１（内線１６番）

※議会傍聴に関するお願い（新型コロナウイルス感染症対策）
　令和４年第１回定例会は、３月８日（火）からを予定しておりますが、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止のため、伊仙町議会では議会傍聴について、次
のとおり対応いたします。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

● 密集・密接を避けるため、傍聴を制限させていただく
　 場合があります。
● マスク着用（※各自で持参）を願います。
● 手洗い、手指の消毒を徹底してください。
 　（傍聴席入口に消毒液があります。）
● 咳エチケット、間隔を空けての着席にご協力ください。

※当日、熱（37.5度以上）のある場合や、体調不良（だるい、咳が出る等）の場合は傍聴をお控え下さい。

　なお、第１回定例会におきましても、「YOU TUBE LIVE」でのライブ中継や録画映像を
ご覧いただけますので、是非そちらもご活用ください。

役場庁舎



議 会 だ よ り  い せ ん （ 8 ）

議会の動き

編
集
後
記議

会
広
報
編
集
委
員
会

　

町
民
の
皆
様
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
経
済
は
も
と

よ
り
伝
統
文
化
に
も
影
響
が
生
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

無
観
客
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
会
等
も

人
数
制
限
の
中
開
催
し
、
観
客
の
声
援
を
力
に
変
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
夏
、
私
た
ち
の
徳
之
島
も
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

今
後
島
の
観
光
業
に
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
皆
様

の
元
気
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
伊
仙
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
１
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
町
議
会
議
員
選
挙
に
て
14
名
の
議
員
が
誕
生
し
、

新
た
な
議
会
構
成
の
も
と
、
今
後
も
活
発
な
議
論
を
行
い
、
町

政
発
展
の
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
編
集
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
々
の
声
を
し
っ
か
り
と
町
政
へ
と
ど

け
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
繁
期
で
大
変
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
安

全
最
優
先
で
感
染
症
対
策
を
行
い
体
調
に
は
十
分
お
気
を
つ
け

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
文
責　

牧
本　

和
英
）

令和３年第4回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：令和３年第3回定例会以降の分

月 日 行　事　名 場　所

10
28日 令和3年度木の日の要望活動（木材需要拡大に関す

る要望活動）徳之島地区森林組合他関係者来庁 町長室

30日 天城町町制施行60周年記念式典 天城町防災センター

11

8日 ジャパンハート吉岡氏来庁（企業版ふるさ
と納税関連） 町長室

11日 奄美群島広域事務組合議会定例会 奄美市

13日 県主催世界自然遺産登録記念式典 徳之島町文化会館

13日 なくさみ館、面縄港等視察（県副知事・森
山代議士・国交省） 町　内

15日 全国過疎地域連盟第52回定期総会 東　京

17〜18日 奄美群島農業農村整備事業推進協議会
中央要請活動 農水省・国交省等

18日 徳洲会本部訪問 東　京

月 日 行　事　名 場　所

11

25日 経済建設常任委員会県外視察 石巻市

26日 経済建設常任委員会県外視察 仙台市

30日 第5回伊仙町議会臨時会 議　場

12

1日 日本マルコ会長来庁　懇談会 ほーらい館

2日 企業版ふるさと納税関連企業
(株)モンベル来庁　懇談会 崎原集落公園

3日 水道運営審議会 中央公民館

3日 議会運営委員会 議会委員会室

5日 宝ランドまつり なくさみ館

委
員
長
　
牧
本
　
和
英

副
委
員
長
　
杉
山
　
　
肇

委
　
　
員
　
美
島
　
盛
秀

委
　
　
員
　
永
田
　
　
誠

委
　
　
員
　
久
保
　
　
量

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席し
ておりますが、予めご了承下さい。

広報編集委員も新メンバーで
スタートしました！

第１回広報委員会を終えて（議会委員会室にて）

　
令
和
４
年
２
月
22
日
（
火
）
に
、
新
メ
ン
バ
ー
で
第
１
回
広

報
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の

方
々
に
、
親
し
み
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
心
が

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。


